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放電現象を利用し非接触で金属の加工を行う放電加工機は、硬度や靭性が高い難削材や微細、
狭隘形状の加工を得意とし、日本では金型の加工などに使用されて日本の物づくりを支えてき
た。日本でも1948年頃に東京大学などで研究が開始された。その中で本資料は1954年3月に日
本放電加工研究所（現(株)ソディック）が欧米とは異なる独自発想に基づいて開発し、東京工
業大学に納品した1号機である。日本の形彫放電加工機の歴史を開いた実用放電加工機として
重要である。
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